伝熱単位

熱伝達率　α【W/m2・K】材料表面と表面空気の移動量

熱伝達抵抗　【K・m2/W】熱伝達率の逆数

対流熱伝達率　αc　【W/m2・K】壁体と空気の境界面における顕熱の移動量

熱伝達率の一般値　室外　冬：35〜41　夏：23〜35　室内　9　　　⇨35が境目

熱伝導率　【W/m・k】材料内の熱の移動量

熱伝導比抵抗　【k・m/W】熱伝導率の逆数

熱伝導係数　【W/m2・K】熱伝導率/材料厚

熱伝導抵抗　【K・m2/W】熱伝導係数の逆数

熱伝導率の一般値　ｺﾝｸﾘｰﾄ：1.1〜1.4　ｸﾞﾗｽｳｰﾙ：0.03〜0.04

熱貫流率　Q　【W/m2・K】壁全体の熱伝導+熱伝達

熱貫流抵抗　Rt　【K・m2/W】熱貫流率の逆数

湿気伝導率　【kg/m・s・Pa】材料の水蒸気の移動量

湿気貫流率　【kg/m2・s・Pa】壁体全体の水蒸気の移動量

湿気貫流抵抗　【m2・s・Pa/kg】湿気貫流率の逆数

熱損失係数Q　【W/m2・K】住宅の熱損失を判断するための係数

Q=[外気に面する面積×熱貫流率×係数+自然換気回数×気積×係数]/床面積

光束　【lm】光のエネルギー（放射）量

照度　【lxまたはlm/m2】受照面の明るさ

光度　【cdまたはlm/sr】光源の明るさ

輝度　【cd/m2　lm/m2・sr】見かけの明るさ

光束発散度　【rlxまたはlm/m2】光束発散面のある方向への単位投影面積あたりの光束。

音の強さ　【W/m2】単位面積当たりの音のエネルギー

音の強さレベル　【dB】音のエネルギーを対数尺度で表したもの

音圧　【Pa】音のエネルギーを気圧変化に換算したもの

音圧レベル　【dB】音圧を対数尺度で表したもの

騒音レベル　【dB、dB（A）、ホン】聴感補正回路を用い、人の感じるうるささによく対応させたもの。

冷凍能力【冷凍トン】0℃の水1トンを24時間に0℃の氷にする能力=3.86kW

COP　冷凍機の効率を示す成績係数　COP=冷凍量/所要仕事量　値が大→性能がよい
圧力損失【Pa、mmH2O】流体の持つｴﾈﾙｷﾞｰが管の摩擦抵抗に起る圧力の減少。

日射

大気透過率

· 水蒸気を多く含む夏期より、空気が清澄な冬期の方が大きくなる

地表に到達するエネルギー

· 可視光線：太陽放射エネルギーの1/2を占める。

· 赤外線：加熱・乾燥の熱作用がある

· 紫外線：太陽放射エネルギーの1〜2%程度。殺菌・退色作用がある

昼光率

・窓の材料によって異なる

・室内表面の反射率によって異なる

・窓の前の樹木などによって異なる

・天空の相対的な輝度分布によって異なる

・室内の位置によって異なる

・全天空照度によっては異ならない

・天空輝度の時間的変化によっては異ならない

・昼光率=照度（窓からの明るさ）/そのときの全天空照度×100%

· 室内のある点の照度=その時の昼光率×全天空照度（←屋外側鉛直面照度ではない）

· 1つの正方形の側窓で採光される部屋の床面において、側窓面に近いほど、その点における立体角投射率が大きく、直接昼光率が大きい。

均等拡散面

· 均等拡散面（見る方向に関係なく輝度が一定の面）=照度×反射率

日照率

・日照率=日照時間/可照時間×100（%）

音

透過損失

· 一重壁の透過損失値は、壁体の単位面積当りの質量が大きいほど大きくなる
· 一重壁の透過損失値は、実測値に比べて高めの値となる傾向がある

· 中空二重壁の中空層を厚くすると、共鳴透過を起こす周波数は低くなる

床スラブの衝撃音の低減

· 床スラブの厚さを2倍にすると、衝撃音レベルを約9dB低下させ、低音域ではそれ以上の効果を示す。

· スラブの厚さを増すこと、湿式浮き床工法の施工は非常に効果的

音響

・250Hzの場合、C特性音圧レベル＞A特性音圧レベル

・床は数値が小さいほど、壁体は数値が大きいほど遮音性能が高い

・距離が2倍になる⇨-6dB

残響時間

・室容積、室内表面積、室内表面仕上げの吸音率によって決まる

・発生音の大小には関係しない

・残響時間*（V：室容積、A：室内総吸音力）
[image: image1.wmf]
· 室内総吸音力A=室内表面積×平均吸音率

· 室容積を2倍にしても残響時間は2倍にならない（分母の室内表面積の値も変わるので）
[image: image2.wmf]
音の性質

· 音が空気中に伝わる速さは、気温が高いほど早くなる

· 明瞭度の測定に残響計は必要ない

[image: image3.wmf][image: image4.wmf]
耳の感度

· 通常の音圧レベルにおける耳の感度は中高音部より低音部の方が鈍い

等価騒音レベル

· 指示騒音計により測定した数値を一定時間内で平均し、それをレベルにより表示したもの

振動

環境振動の測定

· 振動の強さに体感を加味した補正を行った振動レベル計を用いる

騒音基準

· 住宅の昼間は55dB、夜間は45dB以下とされている（騒音に係わる環境基準）

日影

4時間以上日影となる地域

· 幅が広いと、北・東西方向に広がる←→幅を狭くすると北・東西方向に狭くなる

· 日差し直線と日影曲線は点対称の関係にある

採光

· 昼間の直射日光の野外水平面照度10000lx

· 良い光環境の原則に採光と照明の併用をはかる必要はない→一定の照度を得るためには人工照明が中心であるため

· 完全拡散面=どの方向から見ても輝度が一様となる面のこと

色彩

色彩の特徴

· 色の見え方は見る方向によって異なる

· 有彩色と無彩色を隣接させると有彩色の彩度は上がって見える

XYZ座標系（CIE表色系）

· XYZ表色系で原点に近い色は青、X方向の増大で赤、Y方向の増大で緑が強くなる

· Yは測光的な明るさを受け持ち、XとZで色らしさのみを示す

オスワルト表色系

· 理想的な黒・白・オスワルト殉職を定義し、これらの混合で実在の色を表示する。

JISの安全色彩

· 7色：赤・黄赤・緑・青・赤紫・白・黒　が決められている

照明

点光源の直接照度

[image: image5.wmf] [image: image6.wmf]
点光源の傾いた角度の照度

[image: image7.wmf] [image: image8.wmf]
照度のはかりかた

· 一般に室内の照度は、指定のない時は床上85cmにおける水平面の照度を言う

室内環境

温熱環境

有効温度（ET）
温度・湿度・風速
ヤグロー

修正有効温度（CET）
温度・湿度・風速・放射


新有効温度（ET*）
温度・湿度・風速・放射・着衣・代謝


予想平均温冷感申告（PMV）（標準新有効温度）
温度・湿度・風速・放射・着衣・代謝
PMVを制御指標とする空調システムが採用され始めている。

室内の快適範囲の評価であり、個人の温熱感ではない

作用温度（OT）
温度・風速・放射
OT=（気温/平均放射温度（MRT））/2

平均放射温度はグローブ温度計ではかる

不快指数（DI）
温度・湿度
DI=0.72（乾球温度+湿球温度）+40.6

汚染物質の排出

· 独立した建築物の風下壁面から煙などの汚染物質を排出した場合、風下に生じる負圧や下降気流により、周囲壁面や地上面の濃度が高くなる。

浮遊粉塵の吸入による健康障害

· 粒子径0.1〜1.0μmの小さいものが肺胞に沈着する率が高く、影響が大きい

人体からの放熱量

・顕熱：温度の変化を伴う熱

・潜熱：湿度の変化を伴う熱

・人体の発熱の大部分は潜熱である

・快適な空調をした室内で、座って事務作業をしている人からの顕熱の放熱量は50kcal/m2・h

室内汚染物質濃度

・
[image: image9.wmf]
Q：換気量　K：発生ガス量　Pa：ガスの許容濃度　Po：大気中ガス濃度

a：室内ガス濃度　Po：外気ガス濃度　K：発生ガス量　Q：換気量）

・汚染物質の発生量と換気量が一定であれば、室の大小に関係なく濃度は一定である。

・1ppm=100万分の1⇨6桁移動した数字となる　2500ppm⇨0.0025

暖房デグリーデイ（暖房度日）

・暖房室内温度と毎日の日平均外気温との差を求め、その温度差を暖房期間にわたって積算した値

冬季の床面積の温度

15℃以上（13℃が下限）

住宅の換気に必要な開口部面積

· その部屋の床面積×1/20以上

PAL

・建物外周部の熱的性能を評価する

換気回数の公式

[image: image10.wmf]
自然換気の公式

・
[image: image11.wmf]（ΔP：圧力差　α：流量係数　p：空気密度）

重力換気の公式

・
[image: image12.wmf]（ti：室内気温(in)　to：外気温(out)）

・中性帯は開口部の大きい方へ近づく

風力換気の公式

・
[image: image13.wmf]
・共通の項目は省いてから計算する

壁体の温度の公式

・
[image: image14.wmf]
　（ti：室内気温(in)　to：外気温(out)）　tx：室内表面温度

　　Rt：壁体全体の熱抵抗　Rx：室内からある点までの熱抵抗）←貫流率・伝達率の逆数

・壁体の温度勾配が大=熱抵抗が大

高層階の室内圧

・高層階での室内圧は、気密性が向上しているので、外気圧に比べて高くなる。

内断熱・外断熱・

· 湿気貫流抵抗は外断熱が大

· 壁体中の空気層にアルミ箔を入れると、伝熱量はほぼ半減する

熱負荷

· 便所、廊下などの空調を行わない室（ペリメーターゾーン）をできるだけ外側に配置する平面計画は有利である

CEC（エネルギー消費係数）

・定められている5用途：事務所・店舗・ホテル、旅館・病院、診療所・学校

· 定められている5係数：空調・換気・照明・給湯・エレベータ

· CEC値が小さいほど効率的にエネルギーが利用されている

冬期に昼間の日射熱を利用する夜間暖房

· 床面蓄熱として、日射をうける床面を増やすために、南面に吹抜けを設けて、床の奥まで日射を導入する

· 南側壁面や床面に熱容量の大きい蓄熱槽を設ける

· 床面蓄熱槽の下部は断熱層を施工する

· 暖房は対流式を避け、放射（輻射）式を採用する

はかりとその測定

· カタ計=風速

· ガス検知管=Co2濃度

· U字管マノメーター=圧力損失

防寒・防暑

· 小屋裏空間は湿気と熱気除去のために換気が必要である。気密性は必要でない

· もっとも好ましい平面図の形は防暑計画上鉛直面の直達日射量の高い東西の壁面を小さくした長方形である（=東西軸に長くする）

建物の設計

駐車場

・梁下の高さ　車路：2.3m以上　駐車場2.1m以上

事務所

・パーティションの高さ　1.1m＜座居の目の高さ1.2m

・受付カウンターの高さ　1m

・全体のレンダブル比：65〜75%

・基準階のレンダブル比：75〜85%

・コンセント容量：25〜30（VA）/m2

・天井チャンバー方式の防煙垂れ壁：天井面から25cm以上下げる

· 構造コアとして好ましい形式=センターコア型

· 事務所ビルの洗面台の高さ：70〜75cm
· コア型と適用面積：基準階面積が小さいものほど片寄せコアとする

コア型
適用面積
奥行き

片寄せコア型
500〜2000m2
10〜20m

センターコア型
1000〜3000m2
10〜15m

· 1社占有の場合、テナントビルよりEV代数を多くする

· 便所の数の目安

男子大便器
60人/個

男子小便器
30人/個

女子大便器
20人/個

· 設備の空間の目安
機械室
延べ面積の3.5〜5%

電気設備室
延べ面積の1.5〜2%

・空調熱負荷

冷暖房
90%

給湯
10%

・40年ライフサイクルコスト

建設費
25%

運用・保全
20%

修繕・更新
10%

その他
30%

・30年ライフサイクルコスト

建設費
20%

運用・保全
50%

修繕・更新
25%

その他
5%

・1次エネルギー消費量

熱源
20%

ファンポンプ
30%

照明
30%

その他
20%

車椅子

・フットレストの高さ　35cm（幅木をこの高さにする）

卓球

・コート1面：6m×12m

屋外運動施設

・芝生席の勾配1/6

バスケットボールコート

・1面の大きさ=28m×15m

・2面とれる体育館の大きさ=40×50m

テニスコート

・1面の大きさ=11m×24m

・2面とれる大きさ=45×45m

・室内テニスコートの高さ=12m

バレーボール

・センターラインの高さ=12.5m

飛び込み台の高さ

・飛び込み台最上段の高さ=10m

・飛び込み台のある室内プールの天井高=16m

ホテル

· コマーシャルホテル：シティホテルとして観光・商業・事務上の客を対象に、宿泊、飲食、集会の設備活用を目指し、2人室を多くしたホテルのこと

· レジデンスホテル：客室、設備ともに高級にしたもの

· ホテルでは客室数が増加すると、共用部分の床面積の全体に対する割合は減少する

· 1人のメイドのサービス室数：15〜17室

劇場・映画館

・どの席からも演技者の表情や身振りが鑑賞できる劇場の舞台から客席最後列の距離=15m

・天井高=10〜15m

・側舞台の高さ=プロセニアムの高さ以上

・音楽堂などの気積=6㎥/人

・映画館の気積　　=4〜5㎥/人

・客席定員/延面積=0.5

· 映画館の断面映写角は小さい方が望ましく12°以内

· 車椅子使用者のための観覧スペース：全体の1%程度設ける
・許容騒音レベル

　音楽専用：25〜30dB

　多目的ホール：30〜35dB
dB値=NC値+10
図書館

・書架スペースの収蔵量（並列配置）200〜250冊/m2

・書架スペースの収蔵量（可動式集密書架）400冊/m2

幼稚園・保育園

・幼稚園は保育室と遊戯室を一緒にしても良い

・保育園は保育室と乳児室、ほふく室を一緒にしてはいけない

美術館・博物館

広間式 
中央ホール形式 
中規模 
ホールがある 

連続式 
各室巡回形式 
小規模 
中央部も部屋になっている 

ギャラリーコリドール式 
廊下接続形式 
大規模 
中庭がある 

· 一般的博物館では、展示・教育活動部門と保管・研究関係部門の面積は同程度

· 休憩スペースを200mごとに設ける

· 美術館収蔵庫は外気温の変化に関わらず一定にするために空調設備を設ける

・美術館の照度

壁面一般
500lx

日本画
200lx

洋画
300lx

彫刻
1000lx

病院

・手術室の数：50〜100床ごとに1室

・病棟部の面積：延面積の40%

駅

・最近の傾向は、橋上通路を設け、改札を中央部に集約する

百貨店・スーパーマーケット

・避難対象人員：0.5人/m2

・従業員数：25〜30人/m2

　[image: image15.jpg]BEEO@mEH




・客用面積は店用部分の2倍

・売場面積（=客用部分）は延面積の50〜65%

・売場内の通路面積は純売場面積の30〜50%
集合住宅住戸形式

・スキップフロア型は共用通路面積は片廊下型より小さい

· メゾネット型は大型住戸に適する

· 階段室型は中層住宅にはあまり用いられないが、高層住宅の場合利用戸数も多くなり、さらに停止階をスキップさせるなどの工夫で効率を上げ採用している実例も多い。

· ライトウェル（光井戸）は低・中層（2〜5階）の計画に採用される。高層には適さない。

集合住宅の改築

· 集合住宅の共用部分の改築は、区分所有者又は議決権を持つ人の3/4又は4/5の賛成が必要

最低居住水準・誘導居住水準

・住宅建設5カ年計画おいて定められた国の住宅政策における居住水準の目標

住宅の形式

· コートハウス：中庭型住宅のことで、都市型低層住宅の形式の1つ
· テラスハウス：各戸に専用の庭を持つ低層連続集合住宅
· タウンハウス：各戸に専用の庭を持ち、かつ共用の庭を取り囲む形式の低層連続集合住宅

· コーポラクティブハウス：協同組合運営方式の集合住宅

· ハーフウェイハウス：リハビリ施設で日常生活への復帰の訓練をする

· コレクティブハウス：共同居住型集合住宅で家事作業を共同しあう

· モビリティーハウス：車いす生活者が生活できる住宅（廊下幅・段差解消など）

· アジャスタブルハウス：車いす使用者の個々の障害に対応するため、可変間仕切りや上下可動の衛生設備を備えた住宅

住宅の部分

· 老人室の日用品収納スペースは手の届く範囲の横方向で身長+10cm以下とする

· 車いす利用者の住宅の玄関の5cm以上の上がり框には1/6の勾配を設ける

· 車いす利用者の住宅の廊下は1m以上の幅とする

公共建築

· 複合施設の計画では、高齢者利用施設と児童館を併設する場合、両者の生活環境に大きな差があり、利用の形態が異なるので、出入り口を分離することが多く、共有化を図ることが望ましいとはいえない。

高齢者利用施設

特別養護老人ホーム
在宅介護がうけられない寝たきりの高齢者を入所させ、入浴、食事、機能訓練などの便宜を提供する施設

老人デイサービスセンター
在宅の寝たきりの高齢者に、送迎用リフトバスを用いた通所利用や、施設側の訪問により入浴、食事、機能訓練などの便宜を提供する施設

在宅介護支援センター
在宅介護の相談に応じ、保健福祉サービスがうけられるように、行政などとの連絡調整の便宜を提供する施設

老人短期入所施設

（ショートステイ施設）
介護者の病気などにより、在宅介護が一時的に困難になった場合に高齢者が短期間入所できる施設

各部の設計

設備の利用率

・設備の利用率を高く設定すると、利用者の要求を充足する割合は低くなる

エレベータ

・オーバーヘッド（最上階FL〜シャフト天井まで）の高さ=4.8m

・機械室の有効高さ=2.2m

・非常用エレベータ

　高さ31mを超える（8〜9階）以上の床面積が1500m2以下⇨1台

　高さ31mを超える（8〜9階）以上の床面積が1500m2を超える⇨3000m2ごとに1台足す

1500m2以下
1台

1500を超え4500m2以下
2台

4500を超え7500m2以下
3台

7500を超え10500以下
4台

エスカレータ

・勾配=30°以下（35°も条件付でOKとなった）

· 800形、1200形=手すりの幅（ステップの幅ではない）

窓

・横軸回転窓：排煙口として使用される

· 突き出し窓：下側が開くので排煙口としては使用できない。横長の窓に適しており、気密性・水密性は良い。

· 外開窓：雨仕舞・気密性・遮音性はよい。ガラス表面の清掃が不便。

ドア

· 金庫、倉庫、書庫は室内のものが倒れた場合のことを考えて外開きとする

· 玄関の開き戸は、錠の安全性から見ると内開きのほうがよい。防犯・雨仕舞の面から見ると外開きの方がよい

· ピンシリンダー錠は、鍵の組み合わせが多数作れるので、盗難防止に適する

カーテンウォール

・材料の防火性能はない

階段

· 踏面寸法には蹴込寸法を含まない

· 蹴上げ寸法が小さくなれば、踏面寸法は大きくなる

木材

・出火危険温度=250℃

・発火危険温度=450℃

畳割

・江戸間：柱割り⇨端数を生じない

· 京間　：畳割り⇨端数を生じる

屋根の勾配

屋根の種別 
勾配 

シートアスファルト防水（陸屋根） 
1/100 

金属板瓦棒葺き 
2/10 

金属板平板葺き 
3/10 

アスファルトシングル葺き 
3/10 

波形石綿スレート葺き 
3.5/10 

日本瓦（引っ掛けさん瓦）葺き 
4/10 

かや（草）葺き 
7/10〜10/10 

1人当たりの面積


1人当たりの面積 
延面積 

事務室 
5〜10m2/人 
10〜20m2/人 

小・中学校普通教室

1.5〜1.8m2/人
（9×8m/教室）
5〜7m2/人 

中学校理科教室 
3m2/人 


保育所保育室 
2〜2.5m2/人 
幼稚園と同じ

幼稚園
1.5〜2.0m2/人
3〜5m2/人

レストラン(ファミレスも含む）
1〜1.5m2 
1.5〜2m2/席　（厨房1/2） 

病院（相部屋）

病院（個室）
総合病院病室
集中治療室 
4.3×収容人数（子供は×2/3）
6.3m2
10〜13m2/ベッド
40〜60m2/ベッド 
診療所：
20〜30m2/1ベッド
病院：
40〜60m2/ベッド 

ホテル 
シングル：10〜20m2
ツイン　：20〜30m2
宴会場　：1.5〜2.5m2
主食堂　：1〜1.5m2 
ビジネスホテル：20〜50m2/人
シティホテル：50〜120m2/人 

図書館閲覧室（数人掛け）
（個人掛け） 
1.5〜2m2
2.5〜3.5m2 
3.5〜8m2/席 

映画館
劇場客席 
0.5〜0.7m2 
映画館：1.5〜2m2
劇場　：3 〜4m2 

共同住宅
5〜8m2/人（寝室）

2〜3m2/人（DK）
12〜15m2/人

駐車場
なし
30〜50m2/台

1人あたりの値×2〜3=延べ面積

劇場・映画館 
0.5 

レストラン食事スペース 
1.0 

小中学校普通教室・図書館閲覧室・ホテル宴会 
1.5 

中学校理科 
3.0 

事務室 
5.0 

病院・シングルルーム 
10 

よく出題される10人の建築家と代表建築

建築家 
代表建築 

アントニオ・ガウディ 
カサ・ミラ　サクラダ・ファミリア 

フランク・ロイド・ライト 
落水荘　グッゲンハイム美術館 

ミース・ファン・デル・ローエ 
イリノイ工科大学建築科校舎 

ル・コルビジェ 
ユニテ・ダビタシオン　国立西洋美術館 

マルセル・ブロイヤー 
パリのユネスコ本部 

S.O.M 
レヴァハウス（NY） 

エーロ・サーリネン 
ダレス国際空港（吊り屋根） 

ミノル・ヤマサキ 
ワールドトレードセンター 

ヨルン・ウォッツン 
シドニーのオペラハウス（球面シェル） 

丹下　健三 
東京カテドラル聖マリア大聖堂（HPシェル） 

独立住宅

住宅名
設計者
特徴

塔の家
東　孝光
小面積で不整形な敷地条件に対し、住空間を機能別に積層して構成した都市住宅

スカイハウス
菊竹　清訓
4枚の壁柱に支えられた均質な空間に、取り替えの可能な設備などの装置化された「ムーブネット」を取り付けた計画

メタボリズム理論：変化に対応できる建物を提唱

から傘の家
篠原　一男
正方形をLDK、寝室、浴室などに3分割している。方形屋根が特徴

ファンズワース邸
ミース・ファン・デル・ローエ
鉄骨のフレームと大きなガラス壁、中央の設備コア以外ほとんど間仕切りのないユニバーサルスペースを持つ。サンデッキがある。

ガラスの家
フィリップ・ジョンソン
暖炉とサニタリーユニットがれんがの円形コアとなっている以外、ほとんど間仕切りのないユニバーサルスペースを持つ

ドミノ型住宅
ル・コルビジェ
骨組みを、柱と床と階段によって構成する構造形式で平面計画の自由度が高い

落水荘（カウフマン邸）
フランク・ロイド・ライト
有機的建築

サヴォア邸
ル・コルビジェ
近代建築5原則：ピロティ・屋上庭園・自由な平面・水平連続窓・自由なファザードを実現したもの

立体最小限住宅
池辺　陽
合理的生活主義を提唱した

軽井沢の家
吉村　順三
RC造の1階の上に大きく張り出した木造の2階（一部屋根裏部屋）を置いた構成。

屋根は軽快な片流れ。

暖炉（ファイヤープレイス）のある広い居間を中心としている。

夫婦屋根の家
山下　和正
画家とピアニスト夫婦のため、1階を単純な生活空間、2階はアトリエとピアノ室を設けたCB造の住宅。トップライト付きの大小の寄せ棟屋根が特徴。

中野本町の家及びシルバーハット
伊東　豊雄


集合住宅

レイクショアドライブ・アパートメント 
ミース・ファン・デル・ローエ 
26階建てのツインビル。建物4面とも床までの大きなガラスで覆われている。アメリカ・シカゴ 

ユニテ・ダビタシオン 
ル・コルビジェ 
標準住戸はメゾネット。多彩な共同施設を持つ。フランス・マルセイユ
ユニテ・ダビタシオン=居住単位 

カサ・ミラ 
アントニオ・ガウディ 
曲面・曲線を多用した不規則な平面・立面を持つアールヌーボー式の集合住宅。スペイン・バルセロナ 

ハーレン・ジードルンク 
アトリエ5 
緑の森に囲まれた傾斜地に立つ低層（3階）連続住宅（テラスハウス）スイス・ベルン 

ハビタ67 
モッシュ・サフディ 
モントリオール万博のテーマ館。高層集合住宅。コンクリートボックスが特徴。カナダ・モントリオール 

ロメオとジュリエット 
H．シャロウン 
2棟からなる高層集合住宅 

トーレ・ヴェラスカ
E.ロジャース
高層集合住宅。上層部が四方に突き出た城郭風。下部はオフィスで、25階はメゾネット。イタリア・ミラノ

同潤会アパート 
鉄筋コンクリート造。関東大震災を機に建てられた。共同施設を持つ 

広島市基町団地 
原爆による戦災者用の高層高密度団地。 

東京都営高輪アパート 
第二次世界大戦後初の本格的なRC造の住宅 

晴海高層住宅 
3層を1単位としたスキップフロア型の集合住宅 

茨城県営水戸六番地団地 
壁式鉄筋コンクリート造の低層集合住宅。1階は専用庭、2・3階は専用テラスを持つ。住戸内は半階スキップ。瓦屋根。 

プロムナード多摩中央 
低層連続住宅。街路に面して開かれたαルームを持つ 

ベルコリーヌ南大沢 
多摩ニュータウンの丘陵に立つ大型住宅団地。マスターアーキテクト方式による一体感のある景観。

NEXT21 
近未来型実験住宅。環境共生住宅。

代官山ヒルサイドテラス 
中層集合住宅。25年にわたって街並みの形が続けられた。槇文彦による設計。街路との関わりを意識した複合住居施設。 

その他の建物

フォード財団本部
K.ローチ設計

キンベル美術館
L.カーン設計

エール大学学生宿舎
P.ルドルフ設計

ニュータウン事例

レッチワース 
E．ハワードによる田園都市の具現化 

ハーロウニュータウン 
近隣住区方式で計画された。大ロンドン計画によるロンドン衛星都市の1つ 

カンパーノールドニュータウン 
近隣住区でないワンセンター方式のニュータウン 

テームズミード 
5階建てメゾネット型住棟を基本に、高齢者用フラット、工業化住宅の導入など、意欲的な都市型住宅団地とした。GLCの設計。
イギリスのニュータウンでは、計画当初から各世代にわたる入居者に必要な住環境を確保することを目標としている。その例として、ここでは、全住宅の一部を高齢者用住宅（フラット）としている 

タピオラ（フィンランド） 
美しい森林地帯に合った優れたデザイン。 

ファルスタおよびベリングビイ（スウェーデン） 
都市間の交通手段を確保したベッドタウン 

ツールーズ・ル・ミレーユ
（フランス） 
基本理念として都市のモビリティ=可動性を揚げ、成長発展する街を目材している 

高根台団地 
低層のテラスハウス、中層のポイントハウス（塔状住宅）、フラット（板状住宅）を機能的、視覚的にグルーピングして配置している 

千里ニュータウン 
近隣住区理論で作られた日本で最初にニュータウン 

高蔵寺ニュータウン 
近隣住区でないニュータウン。ニュータウンセンターは単一センターとし、サブセンターはない。ペデストリアンデッキが特徴。住宅地幹線道路は主幹線道路からフォーク状に分岐している。日本住宅公団によって開発された最初の大規模ニュータウン 

都市計画

都市計画用語

・ボンエルフ：自動車を低速化させる道路

・ラドバーン方式：人と自動車を平面的に分離する方式

・クルドサック：行き止まりでターンできる道路

緑地帯の幅

・避難経路となる道路：15m以上の道路、10m以上の緑道

・防火緑地帯となる道路：60〜100m

人口密度

・中高層住宅：300〜400人/ha

都市計画理論

E．ハワード 
田園都市計画 
都市と田園の利害得失を比較し、両者の良さを兼ね備えた居住地を作り出そうとする構想のダイアグラムを表したもの。
レッチワース・ウェルウインなどのイギリスのニュータウンに反映された 

C．A．ペリー 
近隣住区理論 
小学校区の計画。クルドサック 

ル・コルビジェ 
パリ市300万人の現代都市
ユルバニスム（明日への都市）
輝ける都市 
都市の中心部、外周部、外縁部からなる田園都市の3地区で構成される矩形市街地を表したもの。
住居を重視した都市計画体系を提唱 

T．ガルニエ 
工業都市計画 
工場と都市機能を緑地帯により分離し、それぞれの拡張を可能とした計画 

K．リンチ 
都市のイメージ 
都市の5要素を提案 

L．マンフォード 
都市の文化 
　 

C．アレグザンダー 
パターンランゲージ
コミュニティーとプライバシー 
　 

オースマン 
パリの改造計画 
　 

K．ブキャナン 
都市交通に関する研究 
　 

R．ハルプリン 
ニコレットモールの設計 
　 

ドクシャディス 
メガロポリス・エキュメノポリス 
　 

P．ゲデス 
進化する都市 
都市の人口、雇用、生活などを数量的に分析し、科学的な都市計画技術の必要性を説いた 

オットー・ワグナー
ゼツェッション運動
過去様式からの分離を唱えた

住宅地計画

　 
近隣グループ 
近隣分区 
近隣住区 
地区 

戸数 
50〜300戸 
500〜1500戸 
2000〜2500戸 
10000〜15000戸 

人数 
　 
　 
8000〜10000人 
　 

教育 
　 
保育所・幼稚園 
小学校 
中学校 

医療 
　 
診療所 
　 
病院 

文化 
　 
　 
図書館（分館）・児童館 

集会 
　 
集会所 
近隣センター 
地区センター 

保安 
　 
消防器具置き場 
消防・警察派出所 
消防署・警察署 

事務 
　 
管理事務所 
行政関係出張所 

交通 
　 
補助幹線道路 
幹線道路 
主要幹線道路 

通信 
掲示板 
ポスト 
郵便局 
電話局 

公園 
幼児の遊び場 
街区公園（児童公園） 
近隣公園 
地区公園 

購買 
　 
日用品店舗・スーパーマーケット 
専門店・商店街 

施設利用距離
（誘致距離） 
　 
250m 
500m 
　 

大きさ 
　 
500m×500m 
1×1km 
　 

· 公共用施設は住区の中心とする

· 幹線道路：住区の境界となるものなので中心を通り抜けるように配置しない

· 保健所：人口10万人に1箇所

· 日用品店舗・スーパー：住区の周辺か、隣の住区の店舗近くに配置する

· 住区基幹公園：街区公園+近隣公園+地区公園をあわせたもの

日本建築史

建物名 
時代 
特徴 

出雲大社 
古代 
大社造り 

伊勢神宮
古代 
神明造り　棟持柱 

薬師寺東塔 
奈良時代 
白鳳時代の形式
三手先組物を持つ和様建築 

東三条殿 
平安時代 
寝殿造り 

室生寺五重塔 
平安時代 
密教建築 

東大寺南大門 
鎌倉時代 
天竺様（大仏様）（再建）
挿肘木 

浄土寺浄土堂 
鎌倉時代 
天竺様（大仏様）（再建）
挿肘木 

円覚寺舎利殿 
鎌倉時代 
禅宗様（唐様）
海老虹梁・扇垂木 

慈照寺 
室町時代 
銀閣 

鹿苑寺 
室町時代 
金閣 

東求堂の同仁斎 
室町時代 
銀閣の中にある
最古の付け書院と違い棚を持つ 

園城寺光浄院客殿 
桃山時代 
書院造り 

妙喜庵待庵 
桃山時代 
千利休の作といわれている
最古の草庵茶室 

二条城二の丸殿舎 
桃山〜江戸時代 
書院造り 

大徳寺孤蓬庵忘筌 
江戸時代 
小堀遠州作の書院茶室 

桂離宮 
江戸時代 
数寄屋造りの別荘建築 

日光東照宮 
江戸時代 
権現造りの霊廟建築。石の間

築地本願寺
明治時代
伊東忠太設計

赤坂離宮（迎賓館）
明治時代
片山東熊設計

東京駅
明治時代
辰野金吾設計

開智小学校
明治時代
立石清重設計

築地ホテル
明治時代
清水喜助設計

東京逓信病院
大正時代
山田守設計

東京中央郵便局

吉田鉄郎設計

白川村民家

岐阜県・合掌造り

西洋建築史

建物名 
場所 
時代・特徴

パルテノン神殿 
ギリシャ 
古代ギリシャ 

パンテオン神殿 
ローマ 
古代ローマ 

アヤ・ソフィア 
イスタンブール 
ビザンチン 

アルハンブラ宮殿 
スペイン 
イスラム 

ピサ大聖堂 
イタリア 
ロマネスク 

ノートルダム大聖堂 
パリ 
ゴシック
フライングバッドレス（=控え柱）・リブボールト

ケルンの大聖堂 
ドイツ 
ゴシック 

フィレンツェ大聖堂 
イタリア 
ルネッサンス 

サン・ピエトロ大聖堂 
ローマ・バチカン 
ルネッサンス 
二重殻の巨大ドーム（ミケランジェロ設計）をもつ世界最大規模の教会建築

ベルサイユ宮殿 
パリ 
バロック

鏡の間

イギリスの国会議事堂 
イギリス 
ネオ・ゴシック 

オペラ座 
パリ 
ネオ・バロック 

外国の工法

· オンドル：床下の煙道に燃焼空気を通す暖房。（壁体ではない）

· ハーフティンバー工法：ドイツの伝統住宅。木材の軸組の間に石やレンガを充填し、壁面を構成する

· トゥルーロ：イタリア南部アルベロベロの住宅。板状の石を積んだ円錐形の屋根を持つ

空調・冷暖房設備

圧縮式冷凍機の種類

　往復冷凍機（レシプロ冷凍機）=シロッコ

　遠心冷凍機（ターボ冷凍機）

　回転式冷凍機（ロータリー・スクリュー冷凍機）=軸流

　圧力の高い順番：ターボ＞シロッコ＞軸流

直だき吸収冷温水機

· 吸収式冷凍機とボイラーを一体化させたもの

· 一体化させた分、遠心冷凍機（ターボ冷凍機）より熱源設備の機械室面積は小さくなる。

吸収式・圧縮式の比較

· 成績係数は圧縮式の方が大きく、冷凍効率がよい。

· 圧縮式はフロン規制などで生産が縮小してきており、現在では吸収式冷凍機の生産台数の方が上回っている。

外気冷房方式

　中間期及び夏期における内部発熱が大きい建物のエネルギー量の軽減に有効である

冷媒

　吸収式冷凍機：臭化リチウム

　圧縮式冷凍機：アンモニア

ガス湯沸かし器

· 開放燃焼型の小型給湯器は給気口と換気扇を連動させる

· 半密閉燃焼型の10000kcal/時以上の給湯器は、煙突と接続できる構造とする

空気調和設備

熱媒より見た分類 
空調方式 
特徴 

中央式 
全空気方式 
単一ダクト方式 
単一ダクト定風量方式
（CAV） 
消音ボックスは高周波数領域には効果があるが、低周波数領域の消音は期待できない 
劇場・映画館向き




単一ダクト可変風量方式
（VAV） 
吹出空気の風量を変化させて室温を制御 （温度ではない）

劇場・映画館向き



二重ダクト方式 
冷房・暖房が同時に必要な病院等に適する。DSが大きくなる


水・空気方式 
各階ユニット方式 
中高層ビル向き



放射冷暖房方式（パネルエア） 
　 



誘引ユニット方式（インダクションユニット） 
一次空気を吹き出した勢いで二次空気をコイル内に誘引する



ファンコイルユニット方式（ダクト併用） 
エアフィルター・ファン・加熱冷却コイル内蔵。各室ごとに制御できる。

ホテル・アパート・病院向き


全水方式 
ファンコイルユニット方式 
ホテル向き

個別式 
パッケージユニット方式 
小事務室・商店向き

新鮮空気の取り入れが必要


マルチユニット型エアコン方式 
　 


ゾーニングユニット方式
高層建築物に適する

変水量方式（VWV）：水量を変化させる方式

空気調和設備の吹き出し口

ノズル型
劇場・体育館（大空間）などに使用。到達距離が大きく、騒音が少ない。

パンカルーバー型
吹き出し角度を変えられるスポット的な送風

ライン型
窓、照明器具廻りに取り付ける

ユニバーサル型
羽を格子状に取り付けたもの

・ダクト方式の吸い込み口は吸い出し口より大きい

給排水・衛生設備

衛生設備

· 衛生器具のオーバーフロー管はトラップの流入側に接続する

受水タンク

· 受水タンクの容量：1日使用水量の1/2

さや管ヘッダ工法
· 集合住宅で、各住戸ごとに設けたヘッダから各水栓や器具ごとに直接給水・給湯管を配管する方式。

· 漏水の原因となる継手の使用を避けることができる

· 将来の配管更新が容易である

バキュームブレーカー

・給水管内が負圧になろうとする時、給水管内に外気を導入して負圧の発生を防ぐ

水道の方式

増圧給水ポンプ方式

· 加圧ポンプ方式のこと

· 高架水槽の設置が難しい建物などに使われる

· 停電時に給水できなくなるので、発電機を設置する必要がある

· 水道から直接ポンプで揚水することは、近年認められるようになったもので、建物の規模、種類、地域によって許可されない場合がある

必要圧力

水栓
0.03Mpa

ガス瞬間湯沸かし器
0.05Mpa

シャワー・フラッシュ弁
0.07Mpa

給水量

病院
500〜1000リットル/ベッド

ホテル
250〜300リットル/人

集合住宅
160〜250リットル/人

事務所
100〜120リットル/人

小・中学校
40〜50リットル/人

浄化槽

· 雑排水を処理せずに屎尿を単独に処理する屎尿浄化槽は、原則として新設することはできない。

· 屎尿と雑排水とを合併して処理する合併処理浄化槽をより一層普及、推進している

電気設備

電気の基本

・受変電設備が必要となる最小の契約電力：50kW

低圧と高圧

　 
直流
交流

低圧
750V以下 
600V以下 

高圧
750Vを超え7000V以下 
600Vを超え7000V以下 

特別高圧
7000Vを超えるもの

直接埋設する地中電線路の土かぶり

　車両通行なし：60cm

　車両通行あり：120cm

電気配線

三相3線式
22000V・33000V　一般動力用

単層3線式
大規模ビルの幹線用の低圧の配線

三相4線式
電灯・動力を共用可能。大規模ビル・工場に使用

避雷針

· 梯子、旗竿などの建築物に付属した金属体は、有効な断面積があれば、突進として使用できる

· 引下げ導線には、銅線・アルミニウム線が使われる

燃料電池

· 発電効率が高い（65%）

· 廃熱が利用できるためエネルギー総合効率が高い

· CO2、煤塵などがほとんど排出されない

· 低騒音、低公害でクリーンである

· 天然ガス、メタノール、LPGガスなど燃料が多様である

· 発電規模による発電効率の差が少ないため、電力需要地に分散して発電する分散型電源（コージェネレーションシステム）に適している。

照明器具

・蛍光ランプの昼光色=白っぽい光（黄色ではない）

消火防災設備

消防設備

設備名 
対象 
特徴・場所 

屋外消火栓設備 
居住者・消防隊 
1〜2階を外部から消火 

屋内消火栓設備 
居住者・消防隊 
1号消火栓：一般用
2号消火栓：病院・老人ホームなど 

連結送水管 
消防隊専用 
地上7階以上
延べ5000m2以上5階以上
延べ1000m2以上の地下街
サイアミューズコネクション 

連結散水管 
消防隊専用 
地階・地下街の消火
自動的に火災を感知する機能は持っていない 

ドレンチャー 
延焼防止 
壁面に取り付ける 

スプリンクラー設備

設備名 
種類・場所 

スプリンクラー設備 
開放型
閉鎖型（乾式）
閉鎖型（湿式）
予作動式 
劇場の舞台部
寒冷地
一般的・厨房
電算機室など 

水噴霧消火設備 
駐車場・屋外の変圧機室 

泡消火設備 
駐車場・格納庫　電気火災には適さない 

粉末消火設備 
電気設備・繊維工業関係の火災・寒冷地・飛行機の格納庫 

不燃性ガス（CO2）消火設備 
電気室・通信機器室・美術館
電気絶縁性が高い 

自動火災報知器

· 定温式熱感知機：周囲の温度が一定以上（65〜80℃）で作動する

· 差動式熱感知機：周囲の温度が一定以上の温度上昇率以上になったときに作動する。通常の気温変化や、暖房時の温度上昇による誤報が出ないような防止装置が付いている

防煙垂れ壁

・可動防煙垂れ壁：煙感知器の連動による自動降下装置とともに、必ず手動による降下装置もつけなければならない

排煙設備

排煙方式 
仕組み 
特徴 

自然排煙方式 
自然排煙 


吸引排煙方式 
自然給気+機械排煙 


加圧防煙方式 
機械給気+自然排煙 
廊下・特別避難階段の附室に使用
居室には使わない 

併用による加圧防煙方式 
機械給気+機械排煙 
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